
静岡市５大構想「世界に存在感を示す３つの都心づくり」のひとつである「教育文化の拠点づくり」は、質の高い

教育を受けることのできる機会を創出するとともに、副都心としての拠点整備を進めてきた東静岡地区と、教育機

関等の立地を活かし文教エリアづくりを進めてきた草薙地区を、教育文化の薫りが漂い、多くの若者が集まり、交流

が生まれる拠点として、新たな賑わい、地域活性化を実現することを目指しています。 

東静岡地区には駅北口の市有地や、新県立中央図書館の整備に向けて検討が進められている駅南口の県有地など、

今後の更なる機能の充実が期待される一方、草薙地区では、地域の賑わいづくりを地元自治会や商店会が主体とな

って進めていこうとする地域団体「一般社団法人草薙カルテッド（都市再生推進法人：平成 30 年６月指定）」がま

ちづくりを進めています。 

また、大谷・小鹿地区では、土地区画整理事業が推進されると

ともに、令和元年の日本平久能山スマートインターチェンジ開

設により、日本平周辺エリアとしての連携が期待されています。 

このようなことから、本市では、これらの地区で「まなびの拠

点」として相応しいまちづくりを進め、市域全体の持続的な発

展をけん引していきたいとの考えから、およそ 20 年先のまち

の将来像を示す『駿河まなびのまちづくりグランドデザイン』

を策定しました。

グランドデザイン策定の経緯 

地区の動向 

駿河まなびのまちづくりグランドデザイン 概要版 

＜施設の集積状況＞

東静岡地区

１．文化・スポーツの殿堂【方針３・５】 

⇒「文化・スポーツの殿堂」として相応しい拠点の整備・運営の検討 

２．新県立中央図書館の整備【方針１・４】 

⇒県内図書館の中核として、未来につながる新しい図書館の整備 

３．文化・芸術の振興【方針４】 

⇒SPAC などの、地域に根差した文化・芸術活動の展開 

４．地域活動との連携【方針３・４】 

⇒地域活動と連携したイベント開催やまちづくりの推進 

５．南北交通の強化【方針５】 

⇒新東名新静岡 IC から東名日本平久能山スマート IC をつなぐ環境整備 

草薙地区

１．多様な移動手段の確保【方針６】 

⇒小回りの利く「コミュニティバス」「デマンド型乗合タクシー」等の運行 

２．ライトアップなど夜景の演出【方針４・６】 

⇒住宅地の安全性・安心感、地域の魅力を高める照明の充実 

３．公園等を中心とした地域づくりの拠点形成【方針７】 

⇒地域住民が普段から利用する公園・緑地の維持管理・有効活用の促進 

４．JR 草薙駅北口駐輪場の整備【方針６・７】 

⇒駐輪場の機能及び地域に開かれた公共空間の整備 

５．多様な働き方や学び方ができる場の創出【方針１・６】 

⇒サテライトオフィスやコワーキングスペース等の場の創出 

＜上位関連計画による位置づけ＞

 市のまちづくりの拠点として、東静岡が都市拠点、

草薙が地域拠点、大谷・小鹿が産業拠点に位置づけ

られています。 

 東静岡地区、草薙地区周辺には、芸術・文化・

スポーツ施設の集積が見られます。 

 また、大谷・小鹿地区に日本平久能山スマート

ＩＣが開通し、ＩＣ周辺で基盤整備が進められ

ています。 

静岡市都市計画マスタープラン《集約型都市構造図》 

※方針番号はまちづくりの方針を示しています。

拠点のまちづくり 



まちづくりの理念と目指す姿 

東静岡・草薙地区の歴史 

＜まちづくりの理念＞ 

まなびに親しみ、文化を創り、心豊かに暮らす 

＜エリアの目指す姿＞ 

 教育機関等の集積を活かし、生涯を通じて、心の豊かさや生きがいのためにまなび続けることができる。 

 誰もがまなびや経験、感性などに基づくクリエイティブな思考を発揮し、自己実現や自身の成長を図るため

に、主体的、能動的に取り組むことができる。 

 それぞれのまなびを大切にし、新しいことにチャレンジする人を応援できる。

 教育機関や企業などが相互に連携し、オープンイノベーションによって付加価値のある技術やサービス等が

創出される。

魅力ある文化的な都市機能の充実したまち（魅力ある文化の創造）

市域全体の「まなび」をけん引するまち（まなび続けることができる環境）

多様性がある快適な暮らしを実践できるまち（多様性がある快適な暮らし）

 地域と密着した活動などを通じて、実践的なまちづくりのスキルが身につき、自らが地域を育てていくこ

とができる。 

 静岡都心・清水都心との近接性や身近な自然、歴史などを活かした、多様な生活や仕事のスタイルが実践

できる。 

 防災・防犯対策などが充実した安全安心な居住環境が形成される。 

 多世代・多文化の交流など、多様な価値観を持った人々が共存した地域社会が形成される。

 人々が誇りに思い、楽しむことのできる文化が、創造され、育まれ、継承される。 

 デジタル、グリーンなどの進展に対応し、国際性豊かな、未来を見つめた都市空間を形成する。 

 芸術、スポーツ、教育、国際交流、情報発信等の満足感の高い機能が集積され、多様な体験ができる。 

 魅力ある文化的な都市機能の集積から生まれる効果が周辺に波及することによって、経済活力の高いまち

が形成される。

東静岡 草 薙

大正

明治

Ｍ17

Ｍ41

静岡県護国神社が静岡市北番町より移転

静岡鉄道長沼駅開業

Ｍ41 

Ｔ15

静岡鉄道草薙駅の開業 

東海道本線草薙駅の開設

昭和

Ｓ37 

Ｓ42 

Ｓ62

静岡操車場開設 

操車場を駅に格上げし東静岡駅として開業

静岡県立大学が開学（小鹿キャンパス）
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Ｓ40

Ｓ45

Ｓ48

Ｓ61 

Ｓ62

日本平が「日本百景」に選定 

草薙駅（旧国鉄）南側で静清土地区画整理事業 

静岡銀行本部が草薙に移転

県立中央図書館が移転

草薙駅（旧国鉄）が完成

県立美術館開館

静岡県立大学が開学（草薙キャンパス）

平成

Ｈ５

Ｈ10

Ｈ10

Ｈ17

Ｈ25

Ｈ29

東静岡駅周辺土地区画整理事業「事業計画」決定

ＪＲ東静岡駅・南北自由通路・南北駅前広場完成

静岡県コンベンションアーツセンター開館

バンダイホビーセンター移転

東静岡南北線跨線橋（東静岡大橋）完成

MARK IS 静岡（マークイズしずおか）開業

東静岡アート＆スポーツ／ヒロバ開設

Ｈ27 

Ｈ28 

Ｈ30

草薙駅南口再開発ビル、静岡銀行本部棟 

オープン

JR 草薙駅橋上駅舎及び南北自由通路開設

常葉大学の一部学部を静岡草薙キャンパスに移転

草薙駅北口駅前広場が完成

令和 Ｒ元 日本平久能山スマート IC 開通 Ｒ元 草薙駅南口駅前広場が完成

１【教育機関等の集積を活用した誰もが生涯にわたって学べる機会の創出】

 心の豊かさや生きがいのために、生涯にわたって学び続けることができるリカレント教育や生涯学習の

取組、誰もが参加できるプラットフォームの構築など、学べる機会づくりを進める。

３【スポーツの持つ多面的な価値が醸成される拠点の形成】

 スポーツの３要素である「見る」、「する」、「支える」の視点で、個人の健康の増進はもとより、スポ

ーツ観戦による体験やスポーツを支える地域活動を進め、地域の一体感や活力を醸成し、エリアの価値を

高める。

５【地域の活力を向上させるための拠点性の強化】

 東静岡地区と草薙地区に加え、将来の発展が見込まれる大谷・小鹿地区を連携させることで、静岡都心・

清水都心に挟まれた日本平周辺の広域的なエリアの魅力や経済活力を向上させる。

２【オープンイノベーションによる付加価値のある技術やサービス等の創出】

 静岡大学、静岡県立大学、常葉大学などの教育機関や市環境保健研究所、市内企業などが相互に連携し、

オープンイノベーションによる研究開発や創業などを進め、新たな付加価値のある技術・サービス等を創

出する。

＜まちづくりの方針＞

４【市民が身近に親しむことができ、誇りに感じる地域に根差した芸術文化の創造 】

 SPAC（静岡県舞台芸術センター）やグランシップ（静岡県コンベンションアーツセンター）など日本平周

辺で培われてきた芸術文化の持つ魅力や創造性を「まちは劇場」としての取組に活かすことにより、市民

が日常に芸術文化を感じ、ゆとりや潤い、刺激を楽しむことができるまちづくりを進める。

６【快適で安全安心な暮らしのための環境づくり】

 多様な世代が快適な生活を営む居住環境整備を推進するとともに、自然と共生した安全安心な生活を実現

する。

７【多様な人々が共に暮らせるよう、まちをよくするために活動する人を、応援できる環境づくり】

 多世代・多文化の交流の促進や、暮らし辛さを感じている人への支援など、人々が「暮らすまち」をよく

するために活動する人が活動しやすい環境づくりを推進し、そこに産学官民が関わりネットワーク化して

いくことで、誰もが心豊かに生活できるまちづくりを実現する。
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まちづくりの方針 

＜エリアの目指す姿＞ 

江戸時代に東海道が整備され、江尻宿と府中宿を結ぶ交通の東西軸の

間に位置しています。 

【方針に基づく取組案のイメージ】 

＜プラットフォームの構築＞ ＜市環境保健研究所×市内大学による研究開発＞
＜民間ノウハウを活用したスポーツ拠点＞ 

＜アートを楽しむ街なかフェス＞

＜b-lab（ビーラボ）＞

駿河まなびのまちづくりグランドデザイン 概要版 

出典：フラット八戸ＨＰ

出典：ギャップイヤー・ジャパンＨＰ

＜健康・スポーツ・教育といった概念に基づく「今治（地

域）らしさ」をスタジアムやエリア機能として整備＞

出典：スポーツ庁・経済産業省

出典：創造都市横浜 HP


